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研
究
ノ
ー
ト
〉

　

證
菩
提
寺
は
相
模
国
鎌
倉
郡
山
内
荘
本
郷
（
現
、
横
浜
市
栄
区
上
郷
町
）
に
所

在
し
、
鎌
倉
初
期
の
開
創
と
い
う
。
現
在
、
本
堂
に
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
阿
弥
陀

如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
る
が
、
当
初
の
本
尊
と
み
ら
れ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
が
本
堂

向
か
っ
て
右
側
に
建
つ
収
蔵
庫
に
安
置
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
当
初
の
本
尊
と
み
ら

れ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て
述
べ
る
。
阿
弥
陀
三
尊
像
は
、
開
創
を
や
や
さ
か

の
ぼ
る
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
頃
の
製
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注
１
）。
こ

の
頃
の
和
様
彫
刻
の
典
型
的
な
作
風
が
う
か
が
え
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
、
早
く

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
国
指
定
を
受
け
、
翌
年
に
は
美
術
院
に
よ
っ
て
修

理
が
行
わ
れ
た
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
大
正
期
以
来
と
な
る
保
存
修
理
が

再
び
公
益
財
団
法
人
美
術
院
国
宝
修
理
所
に
よ
り
行
わ
れ
、
修
理
直
後
の
三
尊
を

横
浜
市
歴
史
博
物
館
開
催
「
令
和
五
年
度 

横
浜
市
指
定
・
登
録
文
化
財
展
」（
令

和
六
年
二
月
三
日
～
三
月
十
日
）
で
公
開
し
た
。
こ
の
度
の
出
陳
に
際
し
て
、
熟

覧
調
査
の
機
会
を
得
た
。
特
に
中
尊
の
構
造
技
法
に
つ
い
て
新
た
な
見
解
を
得
た

た
め
、
そ
の
成
果
を
そ
の
他
の
概
要
と
あ
わ
せ
て
報
告
す
る
。

（
一
）
像
の
概
要

形
状

　

中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
肉
髻
を
あ
ら
わ
す
。
螺
髪
粒
状
（
切
子
形
）。
髪
際

線
は
正
面
中
央
で
わ
ず
か
に
湾
曲
す
る
。
肉
髻
珠
・
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す
。
鼻
孔

を
わ
ず
か
に
穿
つ
。
人
中
は
あ
ら
わ
さ
な
い
。
顎
の
括
り
を
あ
ら
わ
す
。
耳
垂
部

環
状
。
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
衲
衣
・
裙
を
着
け
る
。
衲
衣
は
左
肩
を
お
お
い
、

右
肩
に
少
し
懸
か
っ
て
正
面
に
ま
わ
り
、
上
縁
を
折
り
返
し
て
、
端
を
再
び
左
肩

に
懸
け
る
。
裙
は
右
膝
か
ら
左
足
裏
半
ば
を
覆
う
。
両
手
屈
臂
。
腹
部
正
面
の
膝

上
で
左
を
後
ろ
に
両
手
を
組
み
、
掌
を
仰
い
で
各
第
一
・
二
指
頭
を
接
す
る
。
右

足
を
外
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
。

　

中
尊
台
座
は
蓮
華
座
。
仰
蓮
華
・
敷
茄
子
・
蕊
・
華
盤
・
下
敷
茄
子
・
受
座
・
反
花
・

框
三
段
か
ら
成
る
。
蓮
華
の
蓮
肉
は
円
形
。
蓮
弁
は
最
上
段
十
二
枚
が
残
る
。
敷

茄
子
は
円
形
。
蕊
は
円
形
。
華
盤
は
八
角
、
周
縁
に
花
弁
を
あ
ら
わ
す
。
下
敷
茄

子
は
八
角
形
。
各
面
矩
形
三
重
の
飾
り
。
受
座
・
反
花
・
框
は
各
八
角
形
。
最
下

段
上
面
覆
輪
付
き
。
八
方
隅
足
付
き
。

　

左
脇
侍
観
音
菩
薩
像
は
、
垂
髻
を
結
う
。
上
元
結
・
下
元
結
は
紐
一
条
。
髻
頂

横
浜
市
栄
区
・
證
菩
提
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
の
調
査
報
告

―
中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
構
造
技
法
に
つ
い
て
―
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に
後
方
へ
の
輪
三
つ
、
側
面
か
ら
後
方
に
か
け
て
地
髪
に
達
す
る
髪
束
の
輪
を
四

つ
、
そ
の
前
方
と
後
方
の
輪
の
間
に
左
右
そ
れ
ぞ
れ
短
い
輪
各
一
を
頂
か
ら
垂
ら

す
。
天
冠
台
は
紐
二
条
の
上
に
上
向
き
に
広
が
る
帯
状
部
分
を
重
ね
る
（
帯
状
部

分
は
無
文
で
あ
る
が
、
正
面
か
ら
側
面
に
か
け
て
は
上
縁
に
列
弁
状
の
刻
み
が
あ

る
よ
う
に
も
見
え
る
）。
頭
髪
は
髻
、
天
冠
台
下
正
面
の
地
髪
を
疎
ら
彫
り
、
そ

の
他
を
平
彫
り
と
す
る
。
鬢
髪
二
束
耳
を
わ
た
る
。
白
毫
相
を
あ
ら
わ
す
。
鼻
孔

を
わ
ず
か
に
穿
つ
。
人
中
を
わ
ず
か
に
あ
ら
わ
す
。
顎
の
く
く
り
を
あ
ら
わ
す
。

耳
垂
部
環
状
。
三
道
相
を
あ
ら
わ
す
。
条
帛
・
天
衣
・
裙
・
腰
布
を
着
け
る
。
条

帛
は
左
肩
に
懸
か
り
右
脇
腹
を
通
っ
て
再
び
左
肩
に
懸
か
り
左
胸
前
で
初
層
に
た

く
し
込
ん
で
裏
を
見
せ
る
。
天
衣
は
両
肩
を
お
お
い
、
正
面
で
左
右
上
膊
内
側
を

通
っ
て
垂
下
す
る
。
裙
は
脚
部
正
面
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
、
折
り
返
し
を
あ
ら

わ
す
。
裙
の
両
端
に
た
く
れ
を
あ
ら
わ
す
。
腰
布
は
膝
上
ま
で
覆
い
、
正
面
で
右

前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
両
手
屈
臂
。
胸
下
方
の
高
さ
で
掌
を
仰
ぎ
、
右
を
わ
ず
か

に
下
に
し
て
各
第
四
・
五
指
を
接
し
て
蓮
華
を
執
る
。
わ
ず
か
に
腰
を
屈
め
て
両

膝
を
前
に
出
し
、
右
足
を
や
や
前
に
出
し
て
両
足
先
を
開
い
て
立
つ
。

　

右
脇
侍
勢
至
菩
薩
像
は
、
大
略
左
脇
侍
に
準
ず
る
。
以
下
相
違
点
を
挙
げ
る
。

胸
前
で
合
掌
す
る
。
腰
を
か
が
め
ず
、膝
も
前
に
出
さ
な
い
。
左
足
を
前
に
出
す
。

法
量
（
単
位
㎝
）

	

阿
弥
陀
如
来	

左
脇
侍	

右
脇
侍

　

本
体

　

像　

高	

一
一
二
・
九	

一
〇
五
・
四	

一
〇
五
・
五

	

（
三
尺
七
寸
三
分
）	

（
三
尺
四
寸
八
分
）	

（
三
尺
四
寸
八
分
）

　

髪
際
高	

一
〇
八
・
五	

　

九
一
・
二	

　

九
一
・
八

	

（
三
尺
五
寸
八
分
）	

（
三
尺
）	

（
三
尺
三
分
）

　
　

髻
頂
―
顎		


　

二
三
・
八	

　

二
三
・
八

　
　

頭
頂
―
顎	

　

三
六
・
〇

　
　

面　

長	

　

二
二
・
七	

　
　

九
・
八	

　

一
〇
・
七

　
　

面　

幅	

　

二
一
・
四	

　
　

九
・
六	

　

一
〇
・
二

　
　

耳　

張	

　

二
九
・
一	

　

一
三
・
二	

　

一
三
・
〇

　
　

面　

奥	

　

二
九
・
四	

　

一
三
・
四	

　

一
三
・
七

　
　

胸
奥
（
左
）	　

二
九
・
三	

　

一
二
・
六	

　

一
二
・
八

　
　

胸
奥
（
右
）	　

二
九
・
五	

　

一
三
・
〇	

　

一
二
・
八

　
　

腹　

奥	

　

三
三
・
三	

　

一
四
・
五　

	

　

一
四
・
三

　
　

肘　

張		


　

二
九
・
五　

	

　

二
七
・
三

　
　

膝　

張	

　

八
八
・
二

　
　

膝　

奥	

　

六
二
・
八

　
　

坐　

奥	

　

六
九
・
〇

　
　

膝
高
（
左
）	　

一
六
・
三

　
　

膝
高
（
右
）	　

一
六
・
二

　
　

裙
裾
張		



　

二
三
・
八	

　

二
四
・
二

　
　

足
先
開
（
外
）	

　

一
六
・
一	

　

一
五
・
三

　
　

足
先
開
（
内
）	

　
　

八
・
一	

　
　

七
・
七

　

台
座

　
　

総　

高	

一
〇
二
・
一

品
質
構
造

　

三
像
は
い
ず
れ
も
ヒ
ノ
キ
材
製
で
、
表
面
に
は
漆
箔
を
ほ
ど
こ
す
。
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中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
は
寄
木
造
り
で
、
頭
体
幹
部
は
両
耳
後
ろ
を
通
る
線
で
前

後
に
矧
ぐ
。
前
半
材
は
、
正
中
線
で
左
右
二
材
を
矧
ぎ
、
内
刳
り
の
う
え
割
首
す

る
。
後
半
材
は
、
後
頭
部
は
正
中
線
で
左
右
二
材
を
矧
ぎ
、
肩
部
に
横
木
一
材
を

矧
ぎ
後
頭
部
材
を
受
け
る
。
体
部
は
左
右
二
材
を
矧
ぐ
（
後
半
材
は
襟
付
近
に
鋸

を
入
れ
て
頭
・
体
部
を
離
し
た
可
能
性
も
あ
る
か
）。
左
肩
以
下
の
体
側
部
に
マ

チ
材
（
幅
四
・
一
㎝
）
を
入
れ
、
別
材
を
矧
ぐ
。
前
半
材
右
方
に
マ
チ
材
を
矧
ぎ
、

右
腰
脇
に
三
角
材
を
矧
ぐ
。
両
脚
部
に
横
木
前
後
二
材
を
矧
ぎ
、
脚
部
左
右
の
地

付
き
に
各
一
材
を
矧
ぐ
。
以
上
の
材
に
内
刳
り
を
ほ
ど
こ
す
。
肉
髻
に
別
材
を
矧

ぐ
。
裳
先
、
左
袖
口
に
別
材
を
矧
ぐ
。
右
手
は
肩
・
肘
・
手
首
で
矧
ぐ
。
両
手
首

先
は
一
材
製
。
表
面
は
布
貼
り
、
錆
漆
下
地
の
上
に
漆
箔
を
ほ
ど
こ
す
。
台
座
は

木
製
。
黒
漆
塗
り
。

　

左
脇
侍
観
音
菩
薩
像
は
割
矧
ぎ
造
り
で
、
頭
体
幹
部
は
髻
を
含
み
一
材
製
（
木

芯
は
左
前
方
に
外
す
）。
髻
後
方
か
ら
左
耳
後
縁
お
よ
び
右
耳
後
方
を
通
っ
て
踵

後
方
に
至
る
線
で
前
後
に
割
矧
ぐ
。
内
刳
り
の
う
え
割
首
す
る
。
背
面
腰
以
下
に

上
下
二
材
を
足
す
（
下
端
か
ら
地
付
き
の
高
三
三
㎝
。
上
部
材
高
一
六
・
五
㎝
、

下
部
材
高
八
㎝
）。
両
腕
は
肩
・
肘
・
手
首
で
そ
れ
ぞ
れ
矧
ぐ
。
天
衣
遊
離
部
・

裙
裾
左
右
両
端
、
背
面
下
端
、
両
足
先
に
別
材
を
矧
ぐ
。
足
枘
は
素
地
を
残
す
。

表
面
は
錆
漆
下
地
の
上
に
漆
箔
を
ほ
ど
こ
す
。

　

右
脇
侍
勢
至
菩
薩
像
は
割
矧
ぎ
造
り
で
、
頭
体
幹
部
一
材
製
。
両
耳
中
央
を
通

る
線
で
前
後
に
割
矧
ぐ
。
内
刳
り
の
う
え
割
首
す
る
か
。
髻
頂
に
別
材
を
矧
ぐ
。

背
面
腰
以
下
に
上
下
二
材
を
足
す
（
上
部
材
の
高
さ
が
下
部
材
よ
り
短
い
）。
両

腕
は
肩
・
肘
・
手
首
で
そ
れ
ぞ
れ
矧
ぐ
。
天
衣
遊
離
部
・
裙
裾
左
右
両
端
、
背
面

下
端
、
両
足
先
に
は
別
材
を
矧
ぐ
。
足
枘
は
素
地
を
残
す
。
表
面
は
錆
漆
下
地
の

上
に
漆
箔
を
ほ
ど
こ
す
。

保
存
状
態

　

中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
は
、肉
髻
珠
（
水
晶
製
、赤
の
伏
せ
彩
色
）、白
毫
（
水
晶
製
、

白
の
伏
せ
彩
色
）、
右
腰
脇
の
三
角
材
、
裳
先
、
以
上
す
べ
て
後
補
。
左
耳
垂
部

は
大
正
十
五
年
修
理
時
の
新
補
。

　

中
尊
台
座
は
、
蓮
肉
上
半
、
反
花
の
二
辺
分
、
框
の
一
辺
分
を
除
く
部
分
は
後

補
。
蓮
弁
を
多
く
亡
失
す
る
。

　

左
脇
侍
観
音
菩
薩
像
は
、宝
冠
・
宝
笄
・
冠
繒
（
各
銅
製
鍍
金
）、白
毫
（
水
晶
製
、

白
の
伏
せ
彩
色
）、
胸
飾
り
（
銅
製
鍍
金
）、
左
手
第
一
指
半
ば
よ
り
先
、
右
手
第

一
指
、
右
足
先
、
以
上
全
て
後
補
。
髻
頂
後
端
欠
損
。
光
背
（
柄
付
き
頭
光
。
高

一
一
一
・
八
㎝
。
輪
光
径
三
五
・
九
㎝
。
木
製
、漆
箔
・
茶
漆
塗
り
）・
台
座（
蓮
華
座
。

高
三
五
・
二
㎝
。
木
製
、
茶
漆
・
黒
漆
塗
り
）、
各
後
補
。

　

右
脇
侍
勢
至
菩
薩
像
は
、髻
頂
、宝
冠
・
宝
笄
・
冠
繒
（
各
銅
製
鍍
金
）、白
毫
（
水

晶
製
、白
の
伏
せ
彩
色
）、胸
飾
り
（
銅
製
鍍
金
）、両
耳
垂
部
、両
肘
先
、右
足
先
、

以
上
全
て
後
補
。
光
背（
柄
付
き
頭
光
。
高
一
一
四
・
二
㎝
。
輪
光
径
三
六
・
三
㎝
。

木
製
、
漆
箔
・
茶
漆
塗
り
）・
台
座
（
蓮
華
座
。
高
三
五
・
九
㎝
。
木
製
、
茶
漆
・

黒
漆
塗
り
）、
各
後
補
。

（
二
）
中
尊
の
構
造
技
法

　
本
三
尊
像
中
尊
の
構
造
技
法
の
詳
細
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
早
い
も

の
で
は
三
森
達
夫
氏
が
体
幹
部
は
耳
の
後
ろ
を
通
る
線
で
前
後
に
二
材
矧
い
で
い

る
こ
と
、
頭
部
後
半
部
材
と
体
部
前
後
二
材
そ
れ
ぞ
れ
が
正
中
線
で
左
右
に
二
材

矧
い
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
２
）。
そ
の
後
『
神
奈
川
県
文
化
財
図

鑑　

彫
刻
篇
』
の
解
説
で
は
、
頭
体
幹
部
一
材
製
と
し
、
内
刳
り
の
う
え
割
首
し

て
、後
頭
部
に
は
別
材
を
矧
い
で
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る（
注
３
）。
塩
澤
氏
は
、
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頭
体
幹
部
を
耳
の
後
ろ
を
通
る
線
で
前
後
二
材
矧
ぎ
と
し
、
内
刳
り
の
う
え
割
首

し
て
、
背
面
に
前
後
二
材
を
矧
ぐ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）。
最
近
の
報
告

と
し
て
は
、
山
本
勉
氏
、
花
澤
に
よ
る
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
の
調
査
成
果
に

基
づ
い
た
も
の
が
あ
り
、
頭
体
幹
部
を
耳
の
後
ろ
を
通
る
線
で
前
後
二
材
矧
ぎ
と

し
、
内
刳
り
の
う
え
割
首
し
て
、
体
部
背
面
に
左
右
二
材
を
矧
ぐ
と
理
解
し
て
い

る
（
注
５
）。『
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑
』
の
解
説
を
除
く
三
編
で
は
、
頭
部
前
半

材
の
正
中
に
は
矧
ぎ
目
を
み
と
め
ず
、
塩
澤
氏
、
山
本
氏
・
花
澤
は
体
部
前
半
材

を
一
材
と
み
た
。
ま
た
、
大
正
十
五
年
修
理
時
の
美
術
院
に
よ
る
修
理
図
解
に
は

各
矧
ぎ
目
が
補
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
頭
部
前
半
材
の
正
中

に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
（
図
10
）。

　

こ
の
度
の
調
査
で
は
、
像
底
か
ら
の
目
視
及
び
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮

影
に
よ
っ
て
、
像
正
面
中
央
に
頭
部
か
ら
体
部
材
ま
で
至
る
矧
ぎ
目
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
従
来
、
像
底
か
ら
像
内
を
観
察
し
た
場
合
、
頭
頂
部
に
矧
ぎ
目

が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
一
材
製
や
前
後
二
材
製
と
判
断
さ
れ
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。
矧
ぎ
目
が
み
ら
れ
な
い
の
は
頭
頂
部
に
別
材
を
矧
ぐ
た
め
で
あ
る
。
頭
頂

部
の
別
材
部
分
の
矧
ぎ
目
及
び
頭
部
前
方
材
の
正
面
の
矧
ぎ
目
に
つ
い
て
は
、
理

由
は
わ
か
ら
な
い
が
美
術
院
の
国
宝
修
理
図
解
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ

か
の
段
階
で
見
落
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
後
半
材
に
つ
い
て
は
、
肩
の
後
ろ

に
横
木
一
材
を
渡
し
て
後
頭
部
材
の
首
枘
を
受
け
て
お
り
、
頭
部
と
体
部
は
別
材

も
し
く
は
頭
体
部
材
を
切
り
離
し
た
痕
跡
と
み
た
。
後
頭
部
材
を
受
け
る
横
木
を

用
い
る
作
例
と
し
て
、
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
の
奈
良
・
長
岳
寺
阿
弥
陀
如
来

像
が
あ
る
。
長
岳
寺
像
は
体
部
背
面
材
の
上
縁
に
後
頭
部
材
を
受
け
る
横
木
二
材

を
寄
せ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
行
わ
れ
た
東
京
国
立
博
物

館
の
Ｘ
線
断
層
（
Ｃ
Ｔ
）
撮
影
画
像
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
後
か
ら
入
れ
ら
れ
た
も

の
と
推
察
さ
れ
、
体
部
の
厚
み
の
調
整
に
伴
う
措
置
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
注
６
）。
本
像
の
肩
の
横
木
が
ど
の
段
階
で
入
れ
ら
れ
た
も
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
の
奈
良
・
興
福
寺
南
円
堂
康
慶

作
不
空
羂
索
観
音
像
は
、
肩
の
あ
た
り
で
後
頭
部
材
を
受
け
る
材
を
使
用
し
、
髻

の
頂
に
別
材
を
矧
ぐ
。
肩
に
横
木
を
用
い
る
像
と
し
て
は
、
伊
勢
原
市
・
宝
城
坊

薬
師
如
来
像
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

両
脚
部
に
つ
い
て
は
、
前
後
二
材
矧
ぎ
と
す
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
前
材
は
地

付
に
対
し
て
木
目
が
平
行
に
な
り
、
後
材
は
木
目
が
垂
直
に
な
る
よ
う
に
材
を
用

い
て
い
る
。
両
脚
部
に
複
数
材
を
使
用
す
る
の
は
平
安
時
代
後
期
の
定
朝
以
来
の

丈
六
阿
弥
陀
如
来
像
に
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
京
都
・
平
等
院
定
朝
作
阿
弥
陀

如
来
像
、
同
法
金
剛
院
院
覚
作
阿
弥
陀
如
来
像
、
同
法
界
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
三

像
は
両
脚
部
材
に
前
後
三
材
を
用
い
て
い
る
（
注
７
）。
な
お
、
平
等
院
像
と
法

金
剛
院
像
の
頭
体
幹
部
の
前
半
材
は
正
中
で
左
右
二
材
を
矧
ぐ
が
、
頭
部
と
体
幹

部
は
割
首
を
し
て
い
な
い
。
一
方
、
法
界
寺
像
は
前
半
材
を
正
中
で
左
右
二
材
矧

ぎ
と
し
、
か
つ
割
首
を
す
る
。
本
像
の
木
寄
せ
の
基
本
構
造
は
、
材
の
細
か
さ
の

差
は
あ
る
も
の
の
法
界
寺
像
と
共
通
す
る
点
が
多
い
。

　

本
像
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
実
査
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
と
は
や
や
異
な
っ
た
見

解
が
得
ら
れ
た
（
注
８
）。
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
中

央
で
活
躍
し
た
仏
師
が
造
像
し
た
仏
像
の
構
造
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で

あ
ろ
う
。
本
像
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
中
央
と
の
関
係
が
あ
る
正
統
的
な
仏
師
が

考
え
ら
れ
、
一
方
で
、
運
慶
の
造
っ
た
仏
像
と
は
距
離
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
推

測
の
域
を
出
な
い
が
康
慶
や
成
朝
等
の
世
代
の
奈
良
仏
師
、
奈
良
仏
師
周
辺
の
仏

師
が
候
補
に
挙
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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注（
１
）	

丸
尾
彰
三
郎
氏
に
よ
る
、
左
脇
侍
像
台
座
の
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）

の
修
理
銘
か
ら
逆
算
し
た
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
頃
を
三
尊
の
製
作
年

す
る
解
釈
が
長
く
定
説
と
な
っ
て
い
た
（「
鎌
倉
地
方
仏
像
建
長
以
前
以

後
」〔『
東
洋
美
術
』
五
〕
一
九
三
〇
年
）。
こ
れ
に
対
し
て
塩
澤
寛
樹
氏
は
、

證
菩
提
寺
創
建
年
と
三
尊
製
作
年
と
に
年
代
の
開
き
が
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
三
尊
を
鎌
倉
時
代
初
期
、
十
二
世
紀
末
の
様
式
を
示
す
も
の
と
み
て
、

文
治
五
年
の
寺
創
建
あ
る
い
は
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
の
寺
観
整
備
に

か
か
わ
る
造
立
と
推
定
し
た
（「
神
奈
川
・
証
菩
提
寺
阿
弥
陀
三
尊
像
再

考
」〔『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告　

人
文
科
学
』
二
五
〕
一
九
九
九

年
三
月
〔『
鎌
倉
時
代
造
像
論　

幕
府
と
仏
師
』
所
収　

二
〇
〇
九
年
二

月　

吉
川
弘
文
館
〕）。
最
新
の
論
考
で
は
山
本
勉
氏
が
、
塩
澤
氏
の
推
定

に
対
し
て
、
三
尊
の
様
式
解
釈
に
疑
問
が
残
る
と
し
、
三
尊
が
岡
崎
義
実

建
立
の
源
義
朝
菩
提
堂
本
尊
と
し
て
造
立
さ
れ
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

に
證
菩
提
寺
の
地
に
建
立
さ
れ
た
義
忠
菩
提
堂
に
本
尊
と
し
て
転
用
さ
れ

た
と
解
釈
し
て
、
年
次
の
開
き
を
説
明
す
る
上
杉
孝
良
氏
の
案
（「
岡
崎

義
実
と
そ
の
周
辺
」〔『
三
浦
一
族
研
究
』
八
〕
二
〇
〇
四
年
）
を
取
り
上

げ
た
う
え
で
、
こ
の
三
尊
像
の
作
風
は
、
鎌
倉
新
様
式
が
登
場
す
る
直
前

の
頼
朝
周
辺
の
武
士
の
造
像
の
水
準
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て

い
る
（「
横
浜
仏
像
史
序
説
―
古
代
・
中
世
前
期
を
中
心
に
―
」〔
横
浜
市

歴
史
博
物
館
編
『
横
浜
の
仏
像
―
し
ら
れ
ざ
る
み
ほ
と
け
た
ち
』
所
収
〕

二
〇
二
一
年
）。

（
２
）	

三
森
達
夫
「
證
菩
提
寺
蔵
国
宝
阿
弥
陀
三
尊
像
の
木
寄
に
就
い
て
」（『
横

浜
市
史
料
調
査
報
告
書　

第
二
輯
』）
一
九
四
九
年
九
月
。

（
３
）	「
木
造　

阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
像
」（
神
奈
川
県
教
育
庁
社
会
教
育
部
・

文
化
財
保
護
課
編
『
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑　

彫
刻
篇
』）
一
九
七
五
年

三
月
。

（
４
）	

前
掲
注
（
１
）
塩
澤
論
文
。

（
５
）	

山
本
勉
・
花
澤
明
優
美
「
木
造　

阿
弥
陀
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像
（
證

菩
提
寺
）」（『
横
浜
の
文
化
財
―
横
浜
市
文
化
財
調
査
概
報
―
』
二
七
）

二
〇
二
一
年
三
月
。

（
６
）	

皿
井
舞
「
調
査
報
告　

奈
良
・
長
岳
寺　

阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
観
音
菩
薩

坐
像
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
七
〇
三
）
二
〇
二
三
年
四
月
。

（
７
）	

西
川
杏
太
郎
『
一
木
造
と
寄
木
造
』（『
日
本
の
美
術
』
二
〇
二
）
至
文
堂
、

一
九
八
三
年
三
月
。

（
８
）	

本
稿
に
ま
と
め
た
構
造
の
理
解
は
、
実
査
後
に
提
出
さ
れ
た
公
益
財
団
法

人
美
術
院
国
宝
修
理
所
に
よ
る
修
理
解
説
書
の
記
載
と
も
大
略
齟
齬
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
修
理
解
説
書
に
よ
る
中
尊
阿
弥
陀
如
来
像
本

体
の
品
質
構
造
の
記
載
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

桧
材
、
寄
木
造
。
漆
箔
仕
上
げ
、
肉
髻
珠
・
白
毫
は
水
晶
製
。
彫
眼
。

螺
髪
切
り
付
け
。
頭
体
幹
部
は
大
略
左
右
二
材
矧
ぎ
。
矧
ぎ
目
は
正
中

を
通
る
。
内
刳
り
を
施
し
、
三
道
下
で
割
首
と
す
る
。
頭
部
の
髪
際
よ

り
上
に
別
材
を
矧
ぐ
。
後
頭
部
に
一
材
を
当
て
る
。
背
面
肩
に
横
一
材

を
渡
し
、
後
頭
部
の
材
を
受
け
る
。
背
面
肩
下
が
り
か
ら
地
付
付
近
ま

で
背
板
状
に
一
材
を
矧
ぎ
、
地
付
に
別
材
を
矧
ぐ
。
左
右
体
側
部
に
、

左
は
内
外
二
材
、
右
は
前
後
二
材
を
矧
ぐ
。
左
腰
脇
に
小
材
を
矧
ぐ
。

左
袖
（
前
膊
）
に
別
材
を
矧
ぐ
。
右
腕
は
肩
・
肘
・
手
首
で
矧
ぎ
、
上

膊
・
前
膊
各
一
材
製
。
両
手
先
は
共
木
か
。
右
腰
脇
に
側
面
一
材
、
上
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図 2　阿弥陀如来像 正面

図 1　横浜市・證菩提寺阿弥陀三尊像 正面

面
一
材
を
矧
ぐ
。
両
足
部
は
大
略
横
一
材
製
。
両
膝
前
面
に
薄
材
、
左

右
地
付
に
各
横
木
一
材
を
矧
ぐ
。
頭
体
幹
部
・
左
体
側
部
・
両
足
部
を

通
し
て
内
刳
り
を
施
す
。
両
足
部
内
刳
り
に
小
材
（
四
材
）
を
内
側
か

ら
不
規
則
に
当
て
る
。
裳
先
別
材
矧
ぎ
付
け
。

図
版
出
典

図
１
～
10　

荒
井
孝
則
氏
（
写
真
技
師
）
撮
影
。
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図 4　阿弥陀如来像 右側面 図 3　阿弥陀如来像 左斜側面

図 6　阿弥陀如来像 背面 図 5　阿弥陀如来像 頭部正面
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図 7　阿弥陀如来像 像底

図 8　左脇侍像図 9　右脇侍像
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図 10　美術院作成「国宝修繕図解」　個人蔵


